
令和３年度 全国学力・学習状況調査（６学年） 本校の結果まとめ 

≪教科別学習状況調査結果≫  平均正答率（％） 

６年生が５月に行った全国学力・学習状況 

調査の結果をまとめました。今後の中期学校 

経営方針や学力向上アクションプラン等に反 

映させると共に、効果的な学習指導をめざし 

ていきます。 

◎調査結果に特徴のある設問

～全国の正答率との比較～

国語:（全設問数１４の内、３つが全国に比べて１０ポイント以上低い。） 
設問３二    「目的や意図に応じて、理由を明確にしながら、自分の考えが伝わるように書

き表し方を工夫することができる」では１０ポイント低い。

設問３三（１）ア「学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う」では１６ポイ

ント低い。

設問３三（２）イ「文の中における主語と述語との関係を捉えることができる」では２３ポイン

ト低い。

算数:（全設問数１６の内、１つが全国に比べて５ポイント以上高く、４つが５ポイント程度低い。） 
設問２（３） 「複数の図形を組み合わせた平行四辺形について、図形を構成する要素などに着

目し、図形の構成の仕方を捉えて、面積の求め方と答えを式や言葉を用いて記

述できる」では７ポイント低い。

設問３（２） 「棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができる」では６ポイント低い。 

設問４（１） 「示された除法の結果について、日常生活の場面に即して判断することができ

 る」では５ポイント低い。

設問４（２） 「商が１より小さくなる等分除（整数）÷（整数）の場面で、場面から数量の関

係を捉えて除法の式に表し、計算をすることができる」では７ポイント高い。 
設問４（３） 「小数を用いた倍についの説明を解釈し、ほかの数値の場合に適用して、基準量

を１としたときに比較量が示された小数に当たる理由を言葉や数を用いて記

述できる」では５ポイント低い。

◎各教科における観点別正答率

国語の内容別平均平均正答率（％）  算数の領域別平均正答率（％） 

本校 横浜市 全国 本校 横浜市 全国 

知識及び

技能

言葉の特徴や使い

方に関する事項
６０ ６７ ６８

A 数と

計算
６３ ６４ ６３

思考力、

判断力、

表現力等

A 話すこと・ 
聞くこと

７８ ８０ ７８
B 図形

５５ ５９ ５８

B 書くこと 
５６ ６２ ６１

C 測定
７４ ７６ ７５

C 読むこと 
４７ ５０ ４７

C 変化と

関係
７８ ７９ ７６

D データ

の活用
７５ ７８ ７６

≪生活習慣・学習習慣（質問紙調査）結果≫ 

◎特徴的だった結果

・「臨時休校期間中に、規則正しい生活を送っていましたか」の質問に、「当てはまらない」「ど

ちらかといえば当てはまらない」と回答した児童の割合が、全国と比べ５ポイント高い。 

・「臨時休校期間中に、学校からの課題で分からないことがあったとき、どのようにしていまし

たか」の質問に、「分からないことをそのままにした」と回答した児童の割合が、全国と比べ

４ポイント高い。 

国語 算数 

本校 ６１ ６９ 

全国との差 －４ －１ 

横浜市   ６５   ７２ 

全国との差   ±０   ＋２ 

全国 ６５ ７０ 




